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大
嘗
会
和
歌
の
神
楽
歌
と
清
暑
堂
御
神
楽
の
変
容

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

中
本
　
真
人

は
じ
め
に

　

大
嘗
会
和
歌
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
秋
山
光
和）

1
（

、
藤
田
百
合
子）

2
（

ら
に
よ
る
屛
風
歌
を
中
心
と
す
る
論
考
の
ほ
か
、
院
政
期
以
降
の
詠
者
を

中
心
に
検
討
し
た
井
上
宗
雄）

3
（

の
研
究
、
さ
ら
に
八
木
意
知
男）

4
（

に
よ
る
儀
礼
和
歌
と
し
て
の
詳
細
な
考
察
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
考
で
は
、
勅

撰
集
の
大
嘗
会
和
歌
お
よ
び
『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
和
歌
』
を
主
た
る
対
象
と
し
て
、
収
載
和
歌
の
考
察
に
よ
っ
て
成
果
を
あ
げ
て
き
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　

一
方
、
平
安
期
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
、
大
嘗
会
の
実
際
の
次
第
と
比
較
し
な
が
ら
論
じ
た
研
究
は
多
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
般
に

大
嘗
会
和
歌
は
、
三
条
天
皇
の
代
に
形
式
が
ほ
ぼ
固
定
し
、
後
一
条
天
皇
の
代
よ
り
悠
紀
方
・
主
基
方
そ
れ
ぞ
れ
風
俗
歌
十
首
・
御
屛
風
和
歌
十

八
首
を
詠
じ
る
こ
と
が
定
着
し
た
と
さ
れ
る
。
平
安
期
を
通
し
て
の
風
俗
和
歌
の
展
開
は
、
前
掲
の
先
行
研
究
に
お
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
代
ご
と
の
大
嘗
会
の
次
第
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
和
歌
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
み
る

と
、
な
お
不
充
分
な
点
も
少
な
く
な
い
。
特
に
風
俗
歌
十
首
に
含
ま
れ
る
神
楽
歌
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
大
嘗
会
巳
日
の
夜
の
清
暑
堂
御
神
楽
に
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お
い
て
奏
楽
さ
れ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
も
の
の）

5
（

、
実
際
の
清
暑
堂
御
神
楽
の
次
第
と
具
体
的
に
関
連
づ
け
て
検
討
さ
れ
た
論
考
は
、
数
え
る
ほ

ど
し
か
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
の
鳥
羽
天
皇
の
大
嘗
会
は
、
藤
原
宗
忠
『
中
右
記
』
お
よ
び
大
江
匡
房
『
天
仁
大
嘗
会
記
』
な

ど
か
ら
詳
細
な
次
第
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
古
記
録
に
み
ら
れ
る
大
嘗
会
の
次
第
と
大
嘗
会
和
歌
を
比
較
し
つ
つ
、
特
に
大
嘗
会
に

お
け
る
神
楽
歌
の
位
置
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

一
、
大
嘗
会
和
歌
の
「
風
俗
神
歌
」「
神
歌
」
の
歴
史
的
展
開

　

大
嘗
会
和
歌
は
『
古
今
和
歌
集
』
と
『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
和
歌
』
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
仁
明
天
皇
の
代
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

『
八
雲
御
抄）

6
（

』「
作
法
部
」
に
お
い
て
も
、

大
嘗
会
歌
者
上
古
所
レ
見
不
レ
詳　

起
自
二
承
和
一
于
時
丹
波

播
磨
国
也

と
あ
り
、
や
は
り
承
和
の
仁
明
天
皇
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
秋
山
光
和
は
「
こ
の
仁
明
天
皇
の
大
嘗
会
は
嵯
峨
天
皇
の
代
に
撰
ば
れ

た
弘
仁
式
の
規
定
に
よ
っ
て
執
行
せ
ら
れ
た
最
初
の
大
嘗
会
で
あ
り
、
大
嘗
会
沿
革
史
上
特
別
の
意
義
を
も
つ
と
い
え
る
。
従
っ
て
こ
の
時
に
至

っ
て
大
嘗
会
の
制
は
大
い
に
具
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
風
俗
歌
が
こ
の
際
に
は
じ
め
て
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
も
あ
な
が
ち
偶
然
で
は
な

い（
7
）」と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
仁
明
天
皇
の
大
嘗
祭
に
つ
い
て
は
、『
続
日
本
後
紀）

8
（

』
天
長
十
年
（
八
三
三
）
十
一
月
十
五
日
条
に
卯
日
の
儀
が

み
ら
れ
る
。

天
皇
御
二
八
省
院
一
。
脩
二
禋
祀
之
礼
一
。

簡
潔
な
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
大
嘗
祭
の
中
で
和
歌
が
ど
の
よ
う
に
歌
わ
れ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
そ
の
一
方
、
こ
の
天
長
十
年
の
大

嘗
祭
で
は
、
唐
風
の
歌
舞
の
奏
さ
れ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
お
り）

9
（

、
従
来
の
風
俗
歌
舞
か
ら
変
化
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る）

10
（

。
岩

田
久
美
加
は
「
こ
の
時
代
を
境
に
風
俗
歌
の
歌
人
詠
進
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る）

11
（

」
と
指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
仁
明
天
皇
の
時
期
か
ら
宮
廷
の

歌
人
に
よ
る
風
俗
和
歌
の
詠
進
が
始
ま
り
、
大
嘗
祭
の
儀
礼
の
中
で
奏
楽
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
よ
う
だ
。
も
っ
と
も
こ
の
時
期
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は
、
ま
だ
後
年
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
形
式
で
の
歌
数
は
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
詠
進
さ
れ
る
和
歌
の
数
も
ず
っ
と
少
な
か
っ
た
。
ま
た
神
楽
歌
や
稲

舂
歌
な
ど
の
呼
称
も
、
ま
だ
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
和
歌
』
に
よ
る
と
、
天
慶
九
年
（
九
四
六
）
の
村
上
天
皇
の
代
か
ら
大
嘗
会
和
歌
の
歌
数
が
大
幅
に
増
加
す
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
藤
田
百
合
子
は
「
村
上
天
皇
に
な
る
と
、
歌
数
・
形
式
等
は
不
揃
い
な
が
ら
、「
風
俗
神
歌
」「
稲
舂
歌
」「
参
入
音
声
」「
楽
破
」

「
楽
急
」「
退
出
音
声
」
等
、
後
の
三
条
天
皇
以
降
の
組
織
の
要
素
が
だ
い
た
い
出
揃
っ
て
い
る
。
冷
泉
天
皇
の
時
も
ほ
ぼ
こ
れ
に
近
い
形
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
記
載
は
む
し
ろ
、
風
俗
歌
の
実
際
の
歴
史
的
発
展
の
過
程
を
伝
え
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か）

12
（

」
と
指
摘
し
て
お
り
、
同
書

に
収
載
さ
れ
る
和
歌
の
変
遷
が
、
風
俗
和
歌
の
史
的
展
開
に
対
応
す
る
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
村
上
天
皇
の
大
嘗
会
和
歌
を
め
ぐ
っ
て
、

特
に
神
楽
歌
の
成
立
と
い
う
視
点
か
ら
注
目
す
べ
き
一
首
は
「
風
俗
神
歌
」
で
あ
ろ
う
。『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
和
歌）

13
（

』
の
主
基
方
の
大
嘗
会
和
歌

に
は
、

風
俗
神
歌　

い
は
や
の
や
ま

151　

千
は
や
ぶ
る
神
も
き
み
を
ぞ
ま
ち
け
ら
し
岩
屋
の
山
の
そ
の
戸
ひ
ら
け
り

の
詠
歌
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
悠
紀
方
に
は
「
風
俗
神
歌
」
と
い
う
呼
称
は
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、

風
俗
歌　

神
や
ま

141　

い
が
き
さ
す
神
山
に
お
ふ
る
さ
か
き
葉
の
と
き
は
に
み
ゆ
る
君
が
御
代
か
な

が
「
風
俗
神
歌
」
と
同
じ
位
置
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
安
和
元
年
（
九
六
八
）
の
冷
泉
天
皇
の
「
悠
紀
風
俗
」
に
お
い
て
も
、

神
歌　

三
上
山 

能
宣
神
祇
少
副
大
中
臣

163　

千
は
や
ぶ
る
三
か
み
の
山
の
さ
か
木
葉
の
さ
か
へ
ぞ
ま
さ
ん
す
ゑ
の
代
ま
で
に

と
あ
る
よ
う
に
「
神
歌
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
同
書
に
よ
る
と
、
次
の
天
禄
元
年
（
九
七
〇
）
の
円
融
天
皇
の
大
嘗
会
和
歌
に
は

「
風
俗
神
歌
」「
神
歌
」
な
ど
の
呼
称
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
ま
だ
固
定
や
定
着
と
い
う
段
階
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
う
か
が

え
る
。
こ
の
時
期
の
大
嘗
会
風
俗
和
歌
は
、
後
年
み
ら
れ
る
よ
う
な
風
俗
歌
十
首
・
御
屛
風
和
歌
十
八
首
の
形
式
を
整
え
つ
つ
あ
り
、
そ
の
過
程
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で
風
俗
歌
十
首
の
神
楽
歌
の
位
置
に
「
風
俗
神
歌
」「
神
歌
」
の
呼
称
も
あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
和
歌
』
に
お
け
る
「
風
俗
神
歌
」「
神
歌
」
の
展
開
を
確
認
し
て
き
た
が
、
次
に
大
嘗
会
の
次
第
と
比
較
し
つ

つ
、
そ
の
儀
礼
的
展
開
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。『
北
山
抄）

14
（

』
巻
五
「
践
祚
抄　

大
嘗
会
事
（
巳
日
）」
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ

る
。

御
二
清
暑
堂
一
、
有
二
御
遊
事
一
。
寛
平
式
云
、
此
時
更
有
二
曲
宴
一
、
賜
二
親
王

以
下
御
衣
一
。
此
権
宣
也
。
不
レ
為
二
恒
例
一
。

其
儀
、
堂
中
間
設
二
御
座
一
、
右
立
二
置
物
御
机
一
。
御
後
及
両
辺
施
二
屛
風
一
。
軒
廊
双
行
設
二
王
卿
座
一
。
其
南
横
敷
二
侍
臣
座
一
。
天
慶
九
年
例
如
レ

之
。
承
平
二
年
、

堂
東
隔
二
戸
内
立
大
床
子
一
。
其
後
立
二
御
几
帳
一
、
隔
二
内
北
頭
一
施
二
御
屛

風
一
。
其
南
対
敷
二
王
卿
座
一
。
王
西
、
卿
東
。
歩
廊
設
二
侍
臣
座
一
云
々
。

宸
儀
御
二
々
座
一
。
殿
上
王
卿
依
レ
召
着
レ
座
。
承
平
、
参
議
実
頼
朝
臣
召
レ
之
。
又
左
大
臣
右
大
将
先
侍
レ
座
。

天
慶
、
右
大
臣
先
候
、
王
卿
次
参
。
蔵
人
俊
朝
臣
召
レ
次
云
々
。
即
給
二
酒

肴
一
、
穀
倉
院
儲
二

衝
重
一
。　

并
賜
二
管
絃
器
一
。
寛
平
殿
上
記
云
、
召
二
悠

紀
・
主
基
御
琴
各
一
面
一
。
先
弾
二
倭
琴
一
、
唱
二
神
歌
一
、
次
双
調
、
奏
二
律
呂
歌
一
。
天
慶
、
右
大
臣
供
二
御
酒
一
、
伊
予
守
師
氏
朝
臣

把
二
銚
子
一
、
重
明
親
王
勧
二
盃
大
臣
一
云
々
。

給
二

王
卿
侍
臣
禄
一
有
レ
差
。
承
平
、
賜
二
王
卿
御
衣
各
一
襲
一
。
天
慶
、
親
王
大
臣
、
御
下

襲
表
袴
各
一
重
。
参
議
、
白
細
長
袴
。
侍
臣
、
疋
絹
云
々
。

此
日
、
於
二
縫
殿
寮
一
賜
二
女
王
禄
一
。

大
嘗
会
巳
日
の
夜
、
清
暑
堂
に
お
い
て
御
遊
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
饗
宴
に
は
、
天
皇
の
臨
席
の
下
に
王
卿
、
殿
上
人
が
参
加
し
て
い
る
。
割
注
に

は
「
召
二
悠
紀
・
主
基
御
琴
各
一
面
一
」
と
あ
り
、
悠
紀
方
・
主
基
方
の
和
琴
の
伴
奏
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
の
が
「
神
歌
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
確

認
さ
れ
る
。
後
年
の
清
暑
堂
御
神
楽
に
お
け
る
神
楽
歌
の
位
置
で
「
神
歌
」
の
奏
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
そ
の
内
容

は
御
神
楽
の
次
第
の
よ
う
な
定
式
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
悠
紀
方
・
主
基
方
の
「
神
歌
」
が
そ
れ
ぞ
れ
一
曲
ず
つ
歌
わ
れ
た
程
度
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
先
述
し
た
よ
う
に
『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
和
歌
』
に
お
い
て
、
円
融
天
皇
の
代
ま
で
は
「
風
俗
神
歌
」「
神
歌
」
の

呼
称
が
ま
だ
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、
当
時
の
大
嘗
会
の
儀
礼
の
中
で
「
風
俗
神
歌
」「
神
歌
」
の
歌
わ
れ
る
機
会
に
つ
い

て
も
、
ま
だ
固
定
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
時
期
の
大
嘗
会
和
歌
の
「
神
歌
」
は
、
ま
だ
先
例
の
拘
束
を
受
け
る
よ
う
な
儀
礼
芸
能
で
は

な
く
、
代
に
よ
っ
て
は
詠
進
さ
れ
な
く
て
も
、
あ
る
い
は
清
暑
堂
で
歌
わ
れ
な
く
て
も
構
わ
な
い
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
、
清
暑
堂
御
神
楽
の
「
神
楽
歌
」
と
「
神
歌
」

　

一
般
に
、
大
嘗
会
風
俗
和
歌
の
形
式
が
後
年
の
よ
う
な
形
式
で
整
え
ら
れ
た
の
は
、
十
一
世
紀
初
頭
の
三
条
天
皇
の
代
と
さ
れ
て
い
る
。
三
条
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天
皇
の
大
嘗
会
は
、
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
に
行
わ
れ
た
。『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
和
歌
』
に
は
、
悠
紀
方
の
大
嘗
会
和
歌
に
、

神
歌

216　

大
八
島　

国
知
食　

始
余
利　

八
百
万
代
乃　

神
曾
守
礼
留

と
い
う
一
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
主
基
方
に
は
、

神
楽
歌　

な
が
む
ら
山

238　

君
が
御
代
長
村
山
の
さ
か
き
葉
を
八
十
氏
人
の
か
ざ
し
に
は
せ
ん

と
い
う
一
首
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
同
書
に
お
け
る
「
神
楽
歌
」
の
初
見
と
な
る
。
八
木
意
知
男
は
「『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
詠
歌
』
に
よ

れ
ば
、
古
く
は
「
神
歌
」
と
称
さ
れ
た
が
、
三
条
院
長
和
元
年
度
あ
た
り
か
ら
「
神
楽
歌
」
と
称
す
る
こ
と
が
見
え
、
後
三
条
院
治
暦
四
年
度
以

降
「
神
楽
歌
」
称
は
確
立
す
る
と
思
し
い）

15
（

」
と
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
飯
島
一
彦
は
「
悠
紀
主
基
の
風
俗
歌
が
歌
人
の
詠
進
の
風
俗
歌
、
風
俗

所
に
よ
る
楽
の
新
作
と
な
っ
て
、
形
式
的
に
完
成
す
る
の
は
三
条
天
皇
大
嘗
祭
で
あ
っ
た
。
こ
の
形
式
的
整
備
化
は
、
風
俗
歌
ば
か
り
で
は
な

く
、
清
暑
堂
御
遊
に
も
及
ん
だ
の
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
し
た
上
で
「
清
暑
堂
御
神
楽
が
定
式
化
し
た
の
も
、
実
は
三
条
天
皇
か
ら
だ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か）

16
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
条
天
皇
の
大
嘗
会
が
、
大
嘗
会
和
歌
と
し
て
の
神
楽
歌
と
清
暑
堂
御
神
楽
の
一
つ
の

到
達
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
三
条
天
皇
以
降
の
代
は
、
ど
の
よ
う
な
展
開
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
和
歌
』
に
よ
る
と
、
長
和
五
年

（
一
〇
一
六
）
の
後
一
条
天
皇
の
大
嘗
会
和
歌
悠
紀
方
に
は
、

神
楽
歌

248　

天
つ
神
国
つ
社
は
八
百
万
一
君
を
ぞ
共
に
ま
も
れ
る

と
あ
り
「
神
楽
歌
」
の
呼
称
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
主
基
方
は
、

神
歌　

大
倉
山

293　

み
づ
の
お
も
に
お
ほ
く
ら
山
の
榊
葉
は
年
を
つ
み
て
ぞ
さ
か
ゆ
べ
ら
な
る
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と
あ
り
「
神
歌
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
一
条
天
皇
の
大
嘗
会
和
歌
を
め
ぐ
っ
て
は
『
御
堂
関
白
記）

17
（

』
長
和
五
年
十
一
月
二
日
条
に
も
「
神

歌
」
に
関
す
る
記
事
が
確
認
さ
れ
る
。

按（
斉
信
）察

大
納
言
・
太（

公
任
）皇

大〔
太
〕

后
宮
大
夫
・
自
余
上
達
部
七
八
許
人
来
会
、
歌
二
神
歌
一
、
進
二
酒
盃
一
、
深
更
分
散
、（
中
略
）
神
歌
間
候
二
一
両
者

等
一
賜
二
疋
見
一
、

藤
原
斉
信
・
藤
原
公
任
お
よ
び
七
、
八
人
の
公
卿
が
、
道
長
邸
を
訪
れ
て
「
神
歌
」
を
歌
っ
て
い
る
。
後
一
条
天
皇
の
大
嘗
会
の
直
前
に
、
清
暑

堂
御
神
楽
の
本
拍
子
の
斉
信
と
末
拍
子
の
公
任）

18
（

が
「
神
歌
」
を
歌
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
の
ち
の
清
暑
堂
御
神
楽
習
礼
に
当
た
る
場
で
「
神
歌
」

の
歌
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
摂
政
の
道
長
は
、
大
嘗
会
の
た
め
に
新
作
さ
れ
た
「
神
歌
」
を
聴
き
、
歌
謡
と
し
て
の
仕
上
が
り
を
確
認
し
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
同
月
六
日
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
も
み
ら
れ
る
。

入
レ
夜
按
察
大
納
言
・
太
皇
大〔

太
〕后

宮
大
夫
・
他
上
卿
六
七
許
人
来
会
、
歌
二
神
楽
歌
一
、
其（

其

駒

）

小
馬
間
、
引
二
出
馬
二
疋
志
一
、
是
今
朝
将
軍
維（

平
）良

奉
レ
馬
五
疋
内
、

二
日
条
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
で
は
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
「
神
楽
歌
」
が
歌
わ
れ
た
と
あ
り
、
し
か
も
「
其
小
馬
（
其
駒
）」
と
い
う
具
体
的
な
曲

名
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
後
一
条
天
皇
の
大
嘗
会
和
歌
に
つ
い
て
は
、『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
和
歌
』
に
お
け
る
呼
称
が
悠
紀
方
の
「
神
楽
歌
」、
主
基
方
の
「
神

歌
」
と
分
か
れ
て
い
た
。
こ
の
呼
称
の
区
別
は
『
御
堂
関
白
記
』
に
も
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
間
に
明
確
な
区
別
の
あ
っ

た
可
能
性
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
で
は
こ
の
時
期
に
「
神
歌
」
と
「
神
楽
歌
」

の
二
つ
の
呼
称
が
確
実
に
併
存
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

　

以
後
の
代
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
が
、『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
和
歌
』
に
は
「
神
歌
」
と
「
神
楽
歌
」
の
両
方
の
表
記
が
併
用
さ
れ
て
い
き
、
後

三
条
天
皇
の
代
に
な
っ
て
「
神
楽
歌
」
に
統
一
さ
れ
る
。
古
記
録
も
両
方
の
表
記
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
十
一
世
紀
を
通
し
て
み
る
と
、
ど
ち

ら
の
呼
称
も
通
用
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
大
嘗
会
風
俗
和
歌
の
整
備
と
い
う
視
点
か
ら
み
て
も
、
清
暑
堂
御
神
楽
の
成
立
と
い
う
視
点

か
ら
み
て
も
、
三
条
天
皇
の
大
嘗
会
が
一
つ
の
到
達
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
し
大
嘗
会
の
儀
礼
形
式
が
三
条
天
皇
の
代
に
な
っ
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て
完
全
に
整
備
さ
れ
、
後
代
は
風
俗
歌
も
御
神
楽
も
内
容
が
固
定
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
以
後
の
天
皇
の
代
に
な
っ
て
も
、
な
お
儀

礼
的
展
開
は
継
続
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
平
安
期
の
清
暑
堂
御
神
楽
の
次
第
や
歌
謡
は
、
あ
る
時
期
に
一
つ
の
形
式
に
完
全
に
固
定
し
た
の
で
は

な
く
、
ゆ
る
や
か
に
定
式
化
を
進
め
つ
つ
も
、
な
お
代
ご
と
の
変
容
を
続
け
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
鳥
羽
天
皇
大
嘗
会
に
お
け
る
神
楽
歌

　

天
仁
元
年
の
鳥
羽
天
皇
の
大
嘗
会
に
つ
い
て
は
、
清
暑
堂
御
神
楽
に
末
拍
子
と
し
て
奉
仕
し
た
藤
原
宗
忠
が
『
中
右
記
』
に
そ
の
次
第
を
詳
述

し
て
い
る
。
さ
ら
に
悠
紀
方
和
歌
を
詠
進
し
た
大
江
匡
房
も
『
天
仁
大
嘗
会
記
』
に
詳
細
な
次
第
を
残
し
て
い
る
ほ
か
、
私
歌
集
『
江
帥
集）

19
（

』
に

よ
っ
て
、
大
嘗
会
和
歌
の
詠
作
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
項
で
は
、
こ
れ
ら
の
記
録
を
整
理
し
な
が
ら
清
暑
堂
御
神
楽
の
次
第
に
お
け
る

神
楽
歌
の
位
置
を
具
体
的
に
把
握
し
た
い
。

　

鳥
羽
天
皇
大
嘗
会
に
詠
進
さ
れ
た
悠
紀
方
の
風
俗
歌
十
首
は
、
次
の
よ
う
な
作
で
あ
っ
た
。

稲
舂
歌
、
高
田
村

514　

あ
め
つ
ち
と
ひ
さ
し
か
る
べ
き
き
み
が
よ
に
た
か
だ
の
い
ね
を
つ
き
そ
む
る
か
な

神
楽
歌
、
音
高
山

515　

よ
ば
ふ
な
る
お
と
た
か
や
ま
の
さ
か
き
ば
の
い
ろ
も
か
は
ら
ぬ
君
が
み
よ
か
な

辰
日
参
入
音
声
、
大
倉
山

516　

よ
ろ
づ
よ
や
そ
こ
に
つ
む
ら
む
あ
し
び
き
の
お
ほ
く
ら
や
ま
の
と
き
は
か
き
は
に

同
日
楽
破
、
白
雲
山

517　

つ
く
ば
ね
の
し
ら
雲
山
の
た
か
だ
か
と
我
が
す
べ
ら
ぎ
を
あ
ふ
ぐ
な
り
け
り

同
日
楽
急
、
石
根
山

518　

い
は
ね
や
ま
山
あ
ゐ
に
す
れ
る
を
み
衣
た
も
と
ゆ
た
か
に
た
つ
ぞ
う
れ
し
き
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同
日
退
出
音
声
、
勢
多
橋

519　

あ
ふ
み
な
る
せ
た
の
な
が
は
し
は
る
ば
る
と
み
ち
あ
る
き
み
を
き
き
わ
た
る
か
な

巳
日
参
入
音
声
、
千
坂
浦

520　

我
が
君
は
千
さ
か
の
浦
に
む
れ
て
ゐ
る
つ
る
や
く
も
ゐ
の
た
め
し
な
る
ら
ん

同
日
楽
破
、
守
山

521　

あ
し
は
ら
や
み
づ
ほ
の
く
に
を
も
る
山
も
と
よ
の
あ
か
り
の
お
も
し
ろ
き
か
な

同
日
楽
急
、
真
木
村

522　

ま
き
の
む
ら
つ
ら
つ
ら
つ
ば
き
つ
ら
つ
ら
に
お
も
へ
ば
ひ
さ
し
君
が
や
ち
よ
は

同
日
退
出
音
声
、
長
峰
山

523　

し
ひ
し
ば
の
か
は
ら
ぬ
い
ろ
を
た
の
む
か
な
君
が
よ
は
ひ
の
な
が
み
ね
の
山

大
嘗
会
和
歌
の
詠
進
は
、
三
条
天
皇
ま
で
は
有
名
歌
人
が
起
用
さ
れ
て
作
者
と
な
っ
た
が
、
や
が
て
儒
者
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
鳥
羽
天

皇
の
代
は
悠
紀
方
・
主
基
方
と
も
に
儒
者
で
あ
っ
た）

20
（

。
大
江
匡
房
は
、
す
で
に
白
河
・
堀
河
両
天
皇
の
代
よ
り
大
嘗
会
和
歌
を
詠
進
し
て
い
る
。

　

風
俗
歌
十
首
の
第
二
首
目
に
み
え
る
神
楽
歌
は
、
清
暑
堂
御
神
楽
に
お
い
て
歌
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
清
暑
堂
御
神
楽
の
次
第
に

は
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
中
右
記）

21
（

』
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
十
一
月
二
十
三
日
条
に
は
、
鳥
羽
天
皇
の
清
暑
堂
御
神
楽
の
次
第
が
次

の
よ
う
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

次
依
レ
可
レ
有
二
御
神
楽
事
一
、
人
々
廻
二
大
極
殿
西
面
方
一
、
小
安
殿
南
廊
、
供
二
御
装
束
一
、
馬
道
間
供
二
御
座
一
歟
、
其
前
垂
二
御
簾
一
、
左
右

立
二
灯
台
一
、
供
二
御
灯
一
、
幼
主
御
時
、
不
レ
供
二
御
膳
一
、

仍
二
先
例
一
垂
二
御
簾
一
也
、　　

南
廊
皆
敷
二
指
筵
一
、
東
西
壁
下
敷
レ
畳
為
二
公
卿
座
一
、
対
レ
座
、
毎
柱
打
二

灯
蓋
一
供
レ
灯
、　

大
極
殿
壇
程
北
東
西
行
敷
二

殿
上
侍
臣
座
一
、
在
二
指
図
一
、
又
西
庇

為
二
殿
上
人
座
一
、

摂
政
殿
先
令
レ
候
二
座
上
一
、
東
一
間

西
面
、
次
以
二
蔵
人
頭
為
房
一
召
二
人
一々
、
右
大
将
、（
家
忠
）

　

家　

、
按
察
中
納
言
、
宗
通
、

　

治

部
卿
、
基
綱
、

　

左
宰
相
中
将
、
忠
教
、

　

中
将
、
忠
通
、
西
座
、

従
二
二
間
南
一
、
権
大
納
言
、
経
實
、

小
忌
、
右
衛
門
督
、
能
實
、

小
忌
、
下
官
、
東
座
、
相
分

一
々
著
座
了
、
経
忠
、
篳
篥
、

　

信
通
朝
臣
、
笛
、
宗
能

朝
臣
、
付
歌
、

　

伊
通
、
和
琴
、

　

雅
定
笙
、
参
上
、
各
著
二
横
切
座
一
、
東
上
、
寛
治
例
以
レ
中
為
二

下
﨟
一
今
度
不
レ
然
也
、　

皆
入
レ
従
二
西
戸
一
、
戸
外
脱
レ
沓
、

二
三
間
、

置
二
御
遊
具
一
、
御
笛
笙
拍
子
等

納
二
御
笛
蓋
一
、
筝
、
琵
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琶
、
和
琴
、
殿
上
五
位
各
取
レ
之
置
二
座
中
一
、
次
居
二
衝
重
一
、
可
レ
有
二
勧
盃
一
歟
、
而
頭
為　

房
申
云
、
御
神
楽
始
後
可
レ
居
者
、
此
事
如
何
、
次
神
宴
始
、
左
中
将
信
通
吹
二
太
笛
一
、
庭
火
、

　

兵
部
大
輔
経
忠
朝

臣
吹
二
篳
篥
一
、
侍
従
伊
通
調
二
和
琴
一
了
、
爰
殿
下
仰
云
、
今
夜
無
二
付
歌
人
数
一
、
本
拍
子
人
并
和
琴
打
人
、
時
々
互
可
レ
有
二
付
歌
一
者
、

琴
撹
、
次
第
了
、
按
察
中
納
言
、
本
拍

子
、
予
末
拍

子
、
共
打
二
拍
子
一
、
本
阿
知
女
於
、
留
、
於
、
末
於
介
、
留
、
阿
知
女
於
、
留
、
於
、
本
於
介
留
、
次
三
度
拍

子
、
件
作
法
用
二

略
儀
一
、

先
例
也
、
榊
籠
二
二
拍
子
一
、
末
歌
出
、
宗
能
朝
臣
、
伊
通
付
歌
、
末
歌
了
、
本
於
介
留
、
三
度
拍
子
、
兼
日
支
度
、
不
レ
云
二
於
介
一
、
可
レ
出
レ
杓
者
、

而
本
不
レ
被
レ
籠
、
仍
歌
了
、
惟
出
レ
杓
也
、
是
直
二
作
法
一
也
、

本
杓
、
片
折
籠
二

五
拍
子
一
、
末
歌
出
了
、
籠
二
七
拍
子
一
、
諸
挙
本
歌
被
レ
出
、
又
籠
二
七
拍
子
一
、
諸
挙
末
歌
出
、
終
歌
了
、
本
於
介
、
留
、
三
度
拍
子
、
本
韓

神
出
了
、
末
歌
籠
出
了
、
及
二
末
上
拍
子
一
、
本
末
各
二
返
、
合
二
三

反
一
、
本
於
介
、
於
々
、
末
於
介
、
拍
子
打
止
、
本
末
於
介
、

音
各
違
、
是
故
実
也
、

次
殿
上
五
位
居
二
衝
重
一
、
不
レ
及
二
殿

上
人
座
一
、
次
頭
為
房
朝
臣
勧
盃
、
殿
上
五
位
二
人
相

分
取
二
瓶
子
一
、

盃
酌
互
及
二
本
末
座
一
、
次
居
加
二
湯
漬
一
、
摂
政
家
儲
レ
之
、

長
和
寛
治
例
也
、
治
部
卿
、
基
綱

卿
、

中
納

言
、
左
宰
相
中
将
、
忠
教
、

　

勧
盃
、
五
位
二
人

瓶
子
、　

次
前
張
始
、
無
二
阿
知
女
作
法
一
、
承
保
大
宮
右
大
臣
殿
拍
子
令
レ
取
給
之
時
、
旡
二
此

阿
知
女
作
法
一
、
仍
付
二
彼
例
一
也
、
但
寛
治
之
例
、
阿
知
女
作
法
云
々
、

頗
琴
笛
声
有
二
其
響
一
、
本
薦
枕
出
歌
了
、

末
又
歌
了
間
、
本
返
歌
誰
加
仁
陪
人
曾
、
末
又
其
仁
陪
人
曾
、
其
末
之
間
、
本
志シ

都ツ

也ヤ

乃
小
管
籠
出
、
又
末
阿
女
奈
流
比
波
利
歌
了
、
本
湊
田

歌
了
、
末
也ヤ

都ツ

奈
加
良
歌
了
、
本
蛬
歌
了
、
末
禰
多
左
歌
、
本
深

（
マ
マ
）籠
千
歳
出
、
末
万
歳
出
、
二
度
論
了
、
本
又
千
歳
籠
一
拍
子
、
末
万
歳

出
、
末
万
歳
出
、
二
度
論
了
、
本
又
千
歳
籠
一
拍
子
、
末
万
歳
出
、
本
籠
一
拍
子
、
早
歌
出
、
伊
都
礼
曾
毛
、
末
也
加
乃
左
支
、
本
美
也
万

乃
、
末
久
礼
、
拍
子

上
、
本
左
支
乃
久
比
、
末
伊
止
者
多
、
木
遊
須
利
、
末
須
々
利
、
本
阿
不
利
、
末
比
波
利
、
歌
了
拍
子
共
止
也
、
次
星
、
琴

搔
拍
子此

拍
子
如
何
、

打
出
、
三
度
拍
子
、
次
ヲ（

々
カ
）拍

子
打
、
次
本
吉
々
利
々
出
、
末
籠
出
白
衆
等
折
、
本
明
星
、
末
明
星
ハ
、
本
阿
加
本
志
波
、
末
明
星

ハ
、
本
吉
々
利
々
、
末
籠
白
衆
等
歌
了
、
本
得
銭
子
、
末
和
礼
古
曾
波
歌
了
、
本
木
綿
作
、
末
阿
左
多
都
弥
歌
了
、

　

件
作
法
、
是
承
保
之
御
神
楽
時
、
大
宮
右
大
臣
殿
令
レ
歌
給
例
也
、
星
折
、
得
銭
子
、
木
綿
作
、
各
一

返
也
、
付
二
彼
例
一
今
度
歌
也
、

次
令
二
吹
返
一
、
又
琴
返
、
打
二
拍
子
一
、
催
馬
楽
拍
子
也
、
本
朝
倉
按
察
被
レ
歌
了
、
暫
又
打
二
拍
子
一
後
末
予
歌
了
、
次
其
駒
共
出
了
、
三
度
拍

子
也
、

一
返
之
後
不
レ
上
二
拍
子
一
、
是
人
長
立
時
上
二
拍
子
一
也
、
三
返
許
歌
了
、
神
宴
之
後
御
遊
、

右
の
記
事
に
は
、
清
暑
堂
御
神
楽
の
中
で
歌
わ
れ
た
曲
名
や
歌
詞
の
一
部
に
つ
い
て
も
、
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
大
嘗
会
和
歌
の
神

楽
歌
に
つ
い
て
は
、
右
の
次
第
に
お
い
て
確
実
に
歌
わ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
が
な
い
。
そ
も
そ
も
大
嘗
会
和
歌
の
神
楽
歌
に
つ
い
て
、
中
澤

伸
弘
は
「
神
楽
歌
が
何
の
為
に
用
ゐ
ら
れ
た
か
は
、
あ
ま
り
明
確
で
は
な
い
。
後
世
は
と
も
か
く
制
定
さ
れ
、
三
條
天
皇
以
来
は
缺
く
こ
と
な
く



─ 105─

詠
進
さ
れ
て
ゐ
る
。
敍
上
の
事
か
ら
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
清
暑
堂
御
神
楽
の
際
に
榊
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
は
と
推
測
が
つ
く
の
で

あ
る）

22
（

」
と
し
、
確
実
な
こ
と
は
い
え
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
表
現
内
容
か
ら
「
榊
」
と
し
て
歌
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
確
か
に
大

嘗
会
和
歌
の
神
楽
歌
で
は
、
例
外
も
少
な
く
な
い
も
の
の
「
榊
」
ま
た
は
「
さ
か
き
ば
」
の
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。
鳥
羽
天

皇
の
神
楽
歌
に
つ
い
て
も
、
前
掲
の
よ
う
に
悠
紀
方
で
「
榊
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
主
基
方
に
つ
い
て
も
『
万
代
和
歌
集）

23
（

』
か
ら
、

天
仁
元
年
大
嘗
会
主
基
方
丹
波
国
神
楽
歌 

藤
原
正
家
朝
臣

1630　

し
づ
か
な
る
や
ま
の
た
か
ね
の
さ
か
き
ば
を
と
き
は
か
き
は
に
い
は
ひ
て
ぞ
と
る

の
一
首
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
や
は
り
「
さ
か
き
ば
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
大
嘗
会
和
歌
の
詞
章
の
表
現
内
容
に
従
え
ば
、
神
楽
歌
の

「
榊
」
と
し
て
歌
わ
れ
た
可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
上
で
『
中
右
記
』
の
清
暑
堂
御
神
楽
の
次
第
を
再
確
認
す
る
と
、
御
神
楽
で
は
「
榊
」
本
・
末
歌
が
実
際
に
奏
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
『
中
右
記
』
の
記
事
で
は
、
ど
の
よ
う
な
歌
詞
が
用
い
ら
れ
た
の
か
ま
で
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
鍋
島
家
本
『
神
楽
歌
』
な
ど
の
平
安
期

書
写
の
神
楽
譜
に
み
ら
れ
る
歌
詞
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
は
大
嘗
会
の
た
め
に
新
作
さ
れ
た
風
俗
和
歌
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
も
異

な
る
詞
章
が
用
い
ら
れ
た
の
か
。『
中
右
記
』
の
次
第
に
よ
る
限
り
、
歌
詞
ま
で
把
握
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
鳥
羽
天
皇
の

清
暑
堂
御
神
楽
の
中
で
、
大
嘗
会
風
俗
歌
十
首
の
神
楽
歌
が
歌
わ
れ
た
こ
と
を
実
証
す
る
の
も
極
め
て
困
難
と
い
え
る
。
そ
の
上
で
表
現
内
容
の

内
容
か
ら
「
榊
」
と
し
て
歌
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
ほ
か
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、『
袋
草
紙
』
の
風
俗
歌
十
首

　

大
嘗
会
和
歌
の
神
楽
歌
は
、
大
嘗
会
の
た
め
に
新
作
さ
れ
た
歌
謡
で
あ
っ
た
。
和
歌
と
し
て
詠
ま
れ
た
詞
章
は
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
歌
謡
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
そ
の
制
作
過
程
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
神
楽
歌
の
位
置
づ
け
を
検
討
し
て

み
た
い
。『
袋
草
紙）

24
（

』
上
巻
「
大
嘗
会
の
歌
の
次
第
」
に
は
、
大
嘗
会
和
歌
の
詠
進
の
作
法
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
か
ら
、
大
嘗
会
和

歌
と
し
て
の
神
楽
歌
の
位
置
を
検
討
し
て
み
た
い
。
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先
づ
国
よ
り
所
々
の
名
を
行
事
に
注
進
し
、
も
つ
て
作
者
の
許
に
下
す
。
作
者
は
便
宜
の
所
々
を
撰
び
お
の
お
の
禁
忌
を
避
く
べ
し
、
こ
れ
を
諷
詠
し
、

行
事
所
の
弁
に
進
る
。
風
俗
歌
を
も
つ
て
楽
所
に
下
す
。
こ
れ
を
も
つ
て
人
々
楽
を
作
る
。
屛
風
歌
を
も
つ
て
絵
所
に
下
す
。
こ
れ
を
も
つ
て
図
を
書
く
。

　

大
嘗
会
の
た
め
に
詠
進
さ
れ
た
新
作
和
歌
は
、
ま
ず
行
事
所
に
提
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
風
俗
歌
は
楽
所
に
下
さ
れ
て
楽
が
制
作
さ
れ
た
。
新
作

和
歌
に
楽
を
付
す
こ
と
で
、
代
ご
と
に
歌
謡
が
新
作
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
わ
れ
る
風
俗
歌
は
、
特
に
風
俗
歌
十
首
を
示
す
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う
。
さ
ら
に
同
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
み
ら
れ
る
。

宮
内
少
輔
伊
行
云
は
く
、「
件
の
歌
先
づ
清
書
所
に
下
さ
れ
て
、
ま
た
三
通
を
書
き
弁
の
許
に
送
る
。
一
通
は
一
紙
に
稲
舂
歌
と
神
楽
の
両

首
を
書
く
。
一
枚
に
風
俗
歌
八
首
を
書
く
。
一
通
は
二
枚
に
屛
風
歌
十
八
首
を
書
く
。
な
ら
び
に
稲
舂
歌
を
ば
下
に
下
し
、
風
俗
は
楽
所
に

下
し
、
屛
風
は
絵
所
に
下
す
」
と
。

大
嘗
会
和
歌
は
、
清
書
所
に
下
さ
れ
て
三
通
書
か
れ
て
、
弁
官
へ
送
ら
れ
る
。
う
ち
一
通
は
稲
舂
歌
・
神
楽
歌
の
二
首
を
書
き
、
一
通
に
は
風
俗

歌
八
首
を
書
き
、
一
通
に
は
屛
風
歌
十
八
首
を
書
い
た
。
さ
ら
に
稲
舂
歌
を
下
に
下
し
、
風
俗
歌
八
首
は
楽
所
に
下
し
、
屛
風
歌
十
八
首
は
絵
所

に
下
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

右
の
「
大
嘗
会
の
歌
の
次
第
」
で
は
「
稲
舂
歌
を
ば
下
に
下
し
」
の
箇
所
が
判
然
と
し
な
い
こ
と
か
ら
、
稲
舂
歌
・
神
楽
歌
の
下
さ
れ
る
先
を

具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
「
稲
舂
歌
と
神
楽
歌
と
は
同
じ
紙
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
神
楽
歌

も
同
じ
と
こ
ろ
に
下
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
他
の
風
俗
歌
八
首
と
は
別
の
紙
に
書
か
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
風
俗
歌
八
首
が
下
さ
れ

る
楽
所
と
は
別
の
所
に
下
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
下
さ
れ
る
に
せ
よ
、
大
嘗
会
に
お
い
て
歌
わ
れ
る
当
日
ま
で
に
準
備
の
た
め

必
要
と
さ
れ
る
所
へ
下
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る）

25
（

」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
稲
舂
歌
・
神
楽
歌
と
、
そ
れ
以
外
の
風
俗
歌
八
首
と
で
は
、
大

嘗
会
に
お
け
る
歌
謡
と
し
て
の
扱
い
の
異
な
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
後
者
の
辰
・
巳
両
日
の
各
四
首
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
歌
謡
と
し
て
奏
さ

れ
る
位
置
が
辰
・
巳
日
の
儀
の
次
第
で
明
確
で
あ
り
、
し
か
も
奏
楽
に
あ
た
っ
て
は
楽
所
の
楽
人
の
関
与
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る）

26
（

。

さ
ら
に
鳥
羽
天
皇
の
大
嘗
会
に
つ
い
て
は
『
中
右
記
』
天
仁
元
年
十
一
月
二
十
四
日
条
裏
書
に
「
新
作
楽
」
と
し
て
、
次
の
曲
名
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
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新
作
楽

辰
日悠

紀
参
音

声
、　
　

舞
破
急
、　
　

退
出
、
音
声
、

主
基
参
音

声
、　
　

舞
序
破
急
、

序
加
レ
之
、   

退
出
、
音
声
、

巳
日悠

紀
参
音

声
、　
　

舞
破
急
、　
　

退
出
、
音
声
、

主
基
参
音

声
、　
　

舞
破
急
、
今
日

右
楽
作
レ
之
、　

但
巳
日
主
基
右
楽
也
、
其
外
皆
左
楽
也
、

風
俗
歌
十
首
の
中
の
辰
・
巳
両
日
の
各
四
首
、
計
八
首
の
う
ち
七
首
に
つ
い
て
楽
の
新
作
さ
れ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る）

27
（

。
逆
に
い
う
と
、
こ
れ

以
外
の
稲
舂
歌
・
神
楽
歌
に
つ
い
て
は
「
新
作
楽
」
で
は
な
か
っ
た
と
み
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
二

首
に
つ
い
て
は
、
下
さ
れ
た
機
関
が
と
も
に
楽
所
と
は
異
な
る
方
面
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
稲
舂
歌
・
神
楽
歌
は
、
大
嘗
会

の
歌
謡
と
し
て
の
性
格
に
お
い
て
も
共
通
点
が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。

五
、
大
嘗
会
卯
日
の
儀
の
稲
舂
歌

　

ひ
と
ま
ず
神
楽
歌
に
つ
い
て
は
脇
に
置
く
こ
と
と
し
て
、
神
楽
歌
と
一
緒
に
下
さ
れ
た
と
い
う
稲
舂
歌
に
つ
い
て
次
に
検
討
し
て
み
た
い
。
広

義
の
稲
舂
歌
は
、
神
前
に
供
え
る
米
の
脱
穀
を
行
う
と
き
に
歌
わ
れ
る
歌
謡
と
理
解
さ
れ
る
。
一
方
、
大
嘗
会
歌
謡
と
し
て
の
稲
舂
歌
に
つ
い
て

は
、
中
澤
伸
弘
が
「
稲
舂
歌
は
卯
日
の
神
饌
行
立
前
に
斎
国
の
稲
を
膳
屋
で
舂
く
折
に
歌
つ
た
も
の
で
、
稲
魂
の
発
霊
を
促
す
言
霊
歌
で
あ
つ
た

や
う
で
あ
る）

28
（

」
と
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
嘗
会
卯
日
の
儀
に
悠
紀
国
・
主
基
国
か
ら
献
上
さ
れ
た
稲
を
舂
き
な
が
ら
歌
わ
れ
る
歌
謡
で
あ
っ

た
。

　

次
に
、
大
嘗
会
卯
日
の
儀
の
次
第
か
ら
、
稲
舂
歌
奏
楽
の
記
述
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
大
江
匡
房
『
天
仁
大
嘗
会
記）

29
（

』
卯
日
（
天
仁
元
年
十
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一
月
二
十
一
日
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
み
ら
れ
る
。

自
二
大
嘗
宮
北
門
一
入
。
経
二
悠
紀
殿
西
布
単
上
一
、
自
二
南
面
一
褰
二
蘆
簾
一
入
御
。
経
二
神
座
西
北
一
着
御
。
如
二
東
座
少
巽
一
。
相
伝
云
。
摂
政
入
二
神
座

内
一
関
白
不
レ
入
云
々
。

此
間
発
二
稲
舂
歌
一
。
八
女
舂

レ
之
。

装
束
如
二
女
官
一
。
炊
二
神
膳
一
料
二
理
神
膳
一
稲
実
翁
鑽
レ
火
。
着
二
帽
子
一
。
装

束
如
二
鷹
飼
一
。
忌
子
女
物
触
レ
手
。
装
束
如
二
御
巫
一
。
次

小
忌
群
官
着
二
其
座
一
。
王
卿
経
二
大
嘗
宮
東
辺
一
就
レ
之
。
西
面
北
上
。
弁
少
納
言
并　

侍
従
等
同
就
二
此
座
一
。
大
忌
人
不
レ
入
二
大
嘗
宮
并
廻
立
殿
一
。

卯
日
の
儀
の
稲
舂
歌
は
、
鳥
羽
天
皇
が
大
嘗
宮
に
入
る
と
き
に
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
米
を
舂
く
の
は
「
八
女
」
と
呼
ば
れ
る
女
性
た
ち
で
あ
っ

た
。
同
じ
儀
を
記
録
す
る
『
中
右
記
』
同
日
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

此
間
予
密
々
窺
二
見
大
嘗
宮
御
装
束
一
、
八
女
等
謳
レ
歌
、

大
嘗
会
風
俗
歌
の
稲
舂
歌
は
、
卯
日
の
儀
に
米
を
舂
く
八
女
ら
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
悠
紀
国
よ
り
献
上
さ
れ
た
米
を
舂
き

な
が
ら
、
悠
紀
方
の
風
俗
歌
と
し
て
稲
舂
歌
が
歌
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
謡
の
歌
詞
は
、
匡
房
が
詠
進
し
た
風
俗
歌
十
首
の
中
の
稲
舂
歌
で

あ
っ
た
。

　

一
方
、
少
し
さ
か
の
ぼ
っ
た
時
代
の
記
録
と
な
る
が
『
貞
観
儀
式）

30
（

』
巻
二
「
踐
祚
大
嘗
祭
儀
上
」
か
ら
稲
舂
歌
に
関
す
る
記
述
を
引
い
て
お
き

た
い
。造

酒
童
女
先
舂
二
御
飯
稲
一
、
次
酒
波
等
共
不
レ
易
レ
手
、
且
舂
且
歌
、
歌
詞
当
時

制
レ
之
、

舂
畢
伴
造
鑽
レ
火
、

こ
の
記
事
の
割
注
に
は
「
歌
詞
当
時
制
レ
之
」
と
あ
り
、
大
嘗
会
ご
と
に
稲
舂
歌
の
歌
詞
が
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
裏
を
返
せ

ば
、
歌
詞
は
毎
回
新
作
さ
れ
る
一
方
で
、
楽
に
つ
い
て
は
新
作
さ
れ
な
か
っ
た
と
み
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
風
俗
和
歌
は
い
ず

れ
も
短
歌
体
を
定
型
と
す
る
の
で
、
従
来
の
楽
に
新
作
の
歌
詞
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
無
理
が
な
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
稲
舂
歌
は
楽
の
制
作
を

担
当
す
る
楽
所
に
は
下
さ
れ
ず
、
ま
た
『
中
右
記
』
に
示
さ
れ
る
「
新
作
楽
」
に
も
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
す
で
に
『
貞
観
儀
式
』
の
時
代
か

ら
稲
舂
歌
の
楽
は
新
作
さ
れ
ず
、
歌
詞
の
み
が
代
ご
と
に
新
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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六
、
大
嘗
会
風
俗
歌
の
神
楽
歌

　

神
楽
歌
に
話
を
戻
す
と
、
神
楽
歌
も
稲
舂
歌
と
同
様
に
『
中
右
記
』
の
「
新
作
楽
」
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
楽
所
に
下
さ
れ
る
和
歌

に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
も
、
稲
舂
歌
と
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
に
基
づ
く
と
、
神
楽
歌
に
つ
い
て
も
大
嘗
会
の
た
び
に
歌
詞
が
制
作

さ
れ
る
も
の
の
、
楽
は
新
作
さ
れ
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
清
暑
堂
御
神
楽
の
「
榊
」
は
、
次
第
の
上
で
は

「
榊
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
が
ら
も
、
そ
の
歌
詞
は
毎
回
新
作
和
歌
が
用
い
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
、
鍋
島
家
本
『
神
楽
歌
』

に
は
、
一
つ
の
曲
名
に
複
数
の
歌
詞
の
伝
わ
っ
て
い
る
例
も
少
な
く
な
く
、「
榊
」
に
つ
い
て
も
裏
書
に
短
歌
体
の
異
説
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

も
し
清
暑
堂
御
神
楽
の
次
第
の
「
榊
」
に
つ
い
て
、
代
ご
と
に
新
作
和
歌
が
用
い
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
清
暑
堂
御
神
楽
の
歌
謡
は
毎
回
歌
詞
が
変

容
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

三
条
天
皇
の
大
嘗
会
か
ら
は
、
そ
の
形
式
が
定
ま
っ
て
き
た
と
は
い
え
、
清
暑
堂
御
神
楽
は
新
し
い
歌
詞
を
吸
収
し
な
が
ら
変
容
を
続
け
て
い

た
。
代
ご
と
に
歌
謡
の
新
作
さ
れ
る
背
景
と
し
て
は
、
大
嘗
会
が
天
皇
即
位
に
と
も
な
う
新
時
代
の
到
来
を
祝
福
す
る
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ

る
。
こ
の
時
期
の
清
暑
堂
御
神
楽
は
、
内
侍
所
御
神
楽
の
影
響
を
受
け
て
、
ほ
ぼ
同
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
歌

詞
の
新
作
が
続
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
新
天
皇
を
祝
福
す
る
意
識
が
根
強
く
存
在
し
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
清
暑
堂
御
神
楽

で
は
、
旧
来
の
歌
詞
だ
け
で
は
な
く
、
新
作
の
歌
詞
を
歌
い
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
参
加
の
王
卿
貴
族
た
ち
は
新
時
代
の
到
来
を
よ
り
強
く
実
感

で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

大
嘗
会
和
歌
は
、
仁
明
天
皇
の
代
よ
り
詠
進
が
確
認
さ
れ
、
以
後
歌
数
を
増
や
し
な
が
ら
、
定
式
化
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
過
程
は
『
大

嘗
会
悠
紀
主
基
和
歌
』
に
収
め
ら
れ
る
和
歌
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
展
開
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
の
ち
に
風
俗
歌
十
首
と
し
て
定
着
す
る
神

楽
歌
は
、
村
上
天
皇
の
代
よ
り
「
風
俗
神
歌
」「
神
歌
」
な
ど
と
し
て
詠
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
三
条
天
皇
の
代
に
な
っ
て
「
神
楽
歌
」
の
呼
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称
が
初
出
す
る
。
そ
れ
は
清
暑
堂
御
神
楽
の
定
式
化
と
も
重
な
る
動
き
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
嘗
会
風
俗
歌
十
首
は
、
辰
・
巳
日
の
儀
に
奏
楽
さ

れ
る
八
首
が
、
楽
を
新
作
す
る
楽
所
に
下
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
稲
舂
歌
・
神
楽
歌
は
楽
が
新
作
さ
れ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
特
に
神
楽
歌
に

つ
い
て
は
「
榊
」
の
詠
ま
れ
る
例
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
か
ら
、
清
暑
堂
御
神
楽
の
次
第
で
も
「
榊
」
の
本
・
末
歌
と
し
て
歌
わ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

平
安
期
の
清
暑
堂
御
神
楽
の
形
成
と
成
立
は
、
三
条
天
皇
の
代
に
一
つ
の
到
達
点
を
迎
え
た
も
の
の
、
な
お
代
ご
と
の
変
容
を
続
け
た
ら
し

い
。
従
来
の
研
究
で
は
、
古
記
録
に
み
ら
れ
る
次
第
と
、
平
安
期
書
写
の
神
楽
譜
の
曲
名
の
順
が
共
通
し
て
い
れ
ば
、
用
い
ら
れ
る
歌
詞
に
つ
い

て
も
同
一
視
す
る
姿
勢
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
平
安
期
の
清
暑
堂
御
神
楽
の
神
楽
歌
は
、
代
ご
と
に
歌
詞
の
新
作
が
行
わ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
新
作
に
よ
る
神
楽
歌
の
変
容
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
清
暑
堂
御
神
楽
の
奏
楽
に
お
い
て
天
皇
即
位
に
と
も
な
う
新
時

代
の
到
来
も
よ
り
強
く
実
感
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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